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第2648回例会

５月８日　クラブフォーラム（会員増強）
５月15日　ガバナー補佐期末訪問

例会日：毎週水曜日　12:30
例会場：ホテルグランド富士
　　　　TEL〈0545〉61-0360
事務所：〒416-0913　富士市平垣本町8-1
　　　　ホテルグランド富士内
会　長：植　田　眞　晴
副会長：吉　野　榮　司
幹　事：佐　藤　昌　久
副幹事：吉　田　浩　之

「品格そして実行」
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「富士山百景」荒天のおくりもの「富士山百景」荒天のおくりもの

会 長 挨 拶 植 田 眞 晴
　皆様こんにちは
先週は岩本山公園での施肥作業、大変ご苦労様でした。
刈り切れなかった草は後日天気をみて草刈機でいっぺんに
刈ろうと思います。
「ロータリーの森」「慈愛の丘」にどれだけ当クラブが植
樹して来たか実感された事と思います。
　マスコミやIMでのクラブPRの場においては「1150本以
上」と大まかに言っておりますが　本日はその裏付けとも
なる資料をコピーして皆様のテーブルにお配りしましたの
でご覧下さい。
　この資料は平成２４年３月２８日の例会の会報です。
私が２年前に社会奉仕委員長をやった時に磯西大先輩から
「ここにこれまでの植樹の歴史が書いてあるので参考にし
て下さい」と頂いたものです。
　石川廣久元会員が会長の時の挨拶文です。
ここに「昭和49年から51年の３年計画で面積6000㎡予算
320万円で桜･ケヤキ･ウバメガシ･イチョウ･マテバシイ･
キンモクセイ･山モモ･サルスベリなど978本の樹木と200
㎡の芝を植栽し富士市に寄贈した｡」と書かれてあります｡
ここまで正確に書かれていればたぶん本当だろうと思って
おりますが、これを事実として計算すると、５年前の50
周年で蝋梅を150本､平成28年に蝋梅を30本平成30年に蝋
梅を20本、そして今年３月に蝋梅を200本､空白期間は不
明ですが判っているだけでも既に1198本を植えていると
言う事になります。
このように　当クラブは市民の憩いの場である岩本山公園
の整備事業にかなりの力を注いで来た事が判ります。これ
だけ環境意識を持って社会奉仕に取り組んできたクラブが
他にあるでしょうか？私は富士ロータリークラブはすごい
クラブだと思うと同時に先輩方に感謝したいと思います。
残念なのは「1198本」あと２本で1200本になったのにな
ぜこの計算を先にしなかったのか・・・自分自身　計画性
の無さを反省しております。
次年度の社会奉仕委員長さん　あと２本　忘れずにお願い
します。

　会員数　 計算会員数  欠席者数　 出席者数　  出席率
　 33名　　　33名　　  10名　　　 23名 　    69.7%

（他のRCへの出席者）吉田浩之君・原川重俊君・田村  洋君
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　会員数　 計算会員数  欠席者数　 出席者数　  出席率
　 33名　　　33名　　    5名　　   28名　 　 84.8%
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ソング「奉仕の理想」
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★私のスマイル
磯西　昭君　何となく。
原川重俊君　地区研修会・協議会おつかれさまでした。
飲みスケ有志より　おつり。
飲みスケ有志より　おつり　パート2。
吉田浩之君　４月７日早朝より浜松の研修会ご苦労様で
　　　　　　した。帰りの反省会も盛り上がりました。
　　　　　　次年度も皆さま宜しくお願いします。
佐藤昌久君　妻の誕生日にお花をありがとうございます
等　健次君　花見例会、桜満開で良かったですね。道具
　　　　　　の準備、弁当手配、学生送迎ご苦労様でし
　　　　　　た。殊に食物制限のある学生に弁当を個別
　　　　　　に対応していただき、近藤先生が感激して
　　　　　　いました。

お誕生日
おめでとう
ございます



瀧　真砂人編集者

地区研修・協議会の報告
2 0 1 8 - 2 0 1 9 年 度 　 R I 2 6 2 0 地 区

　　　　　　　　　　安間年度の「公共イメージ向上委
　　　　　　　　　員会」委員長の浜名湖ＲＣの近藤茂
　　　　　　　　　さんより、事業計画について報告が
　　　　　　　　　ありました。主な項目は3点。①Ｅ
　　　　　　　　　ＮＤポリオの活動支援　②ＩＴツー
　　　　　　　　　ルの活用支援　③「世界を変える行
　　　　　　　　　動人」キャンペーンの活動支援。
　　　　　　　　　•ＥＮＤポリオの活動支援では、現
　在、ポリオ患者はパキスタンで4人、アフガニスタン
　で2人という状況。ポリオ撲滅まで今一歩である状況
　は変わりない。継続した募金活動をお願いしたいが、
　その募金活動もクラブだけの活動に終わらせず、他の
　サークルとのジョイントにより、広く周知することが
　できる。
•ＩＴツールの活用支援では、地区ホームページをパソ
　コンでもスマホでも見やすい形へ全面リニューアルす
　る。また、ガバナー月信を電子化し、毎月の郵送費を
　削減。また、ＭＹ　ROTARYへの全クラブ100％登録
　達成できるための推進活動を実施予定。100％登録実
　現のため、ガバナー月信で達成クラブ掲載や、ガバナ
　ー補佐への集計結果報告、次年度地区大会での表彰を
　実施する。安間年度は「ロータリーは世界をつなぐ」
　を実現するため、紙ではなく、インターネットによる
　情報発信が重要であると認識している。
•「世界を変える行動人」キャンペーンの活動支援では、
　「世界を変える行動人」という公共イメージ向上のた
　めのキャンペーンを立ち上げ、地区ホームページやフ
　ェースブックを通じて、各クラブの奉仕活動をＰＲして
　いく。

公共イメージ向上委員会 瀧　真砂人

　　　　　　　　　1.委員会：職業奉仕、社会奉仕、青
　　　　　　　　　　少年奉仕、国際奉仕が「奉仕委員
　　　　　　　　　　会」に統合されました。
　　　　　　　　　　理由は：①組織の簡素化
　　　　　　　　　　②小規模クラブの負担軽減
　　　　　　　　　2.｢複数クラブ合同奉仕支援制度｣の
　　　　　　　　　　導入
　　　　　　　　　　内容：複数クラブが合同して行う
　　　　　　　　　　新しい奉仕施策に対し、地区が５
　　　　　　　　　　万円～10万円の支援を行うもの。
　　　　　　　　　　提出時期は８月
　　　　　　　　　　グローバル補助金対象を除く
　　　　　　　　　導入理由：
　　　　　　　　　　①複数クラブで合同奉仕を考える
　ことで、新しい施策を見つけ出す
　②１クラブではできない施策に取り組める
　③クラブの横の連携を強化する
　④安間年度の目玉にする
パネルディスカッション：
　ガバナー補佐８人による意見交換
　①８月締切では協議時間がない
　②地区支援金額が少ない
　③安間年度だけの施策であれば、継続施策は取り上げ
　　られない
（載せられなかった委員会は次回に掲載いたします）

奉仕委員会 等 　健 次・田 村　洋

　　　　　　　　　１．日時 2019年４月７日（日）
　　　　　　　　　２．会場 アクトシティ浜松・オー
　　　　　　　　　　　クラアクトシティホテル浜松
　　　　　　　　　３．ホスト 浜松ハーモニーロータリークラブ
　　　　　　　　　本会議（10:30〜11:40）

　　　　　　　　　安間ガバナーエレクトより次年度方
　　　　　　　　　針が説明され、次年度(2019-2020）
のテーマ『ロータリーは世界をつなぐ』を上手に表現し
たテーマデザインに感激しました。
テーマは日本語を含む８ヶ国語に訳されたがなぜか？ド
イツ語の訳はないとのこと。    
RI戦略計画として４つの優先事項が挙げられ、優先事項
１として『より大きなインパクトをもたらす』とあり、
まさに幅広い奉仕活動を通じて活動の結果と成果を組織
立てて戦略的にアピールする必要があると感じました。  
『ロータリー』って何？、一般の人にはまだまだ、その

会員増強維持・新会員部会 原 川 重 俊

各委員長による
活動は周知されていないと感じており、富士ロータリー
の活動（日本語学校生徒との岩本山施肥作業、ポリオ撲
滅募金、盲導犬募金、交通安全啓蒙活動（疾風のミクチ
ャンバッチ新入生寄贈）等をメデイアを通じて積極的に
アピールも必要であり、また、広く一般にロータリーク
ラブの活動が周知されることで優先事項２の『参加者の
基盤を広げる』に繋がっていくと感じました。
分科会（12:30〜13:40）会員増強維持・新会員部会参加
会員増強維持・新会員部会は 参加者200名を超える大人
数で会員推移及び新会員のロータリー参加に至った経緯
等の説明のみで質疑応答、デｲスカッション等はなし。 
会員増強の目標は各グループで純増3.5%、各クラブで増
強計画を作成。   
会員推移よりクラブ請求月である１月、７月で会員数の
減少が見られる。まず、会員維持の為、1月、７月での
脱会を防止すべく、年間計画においてもこの傾向に注視
したロータリークラブ活動が必要であると感じました。 
また、若い職業人に対してのロータリークラブの活動を
理解して認識してもらい、参加に導くことが今後の課題
であるとも思います。   
新会員となり1年が過ぎましたが、今回の地区研修会参
加でまだまだロータリークラブ活動に対して勉強不足で
あることを認識致しました。今後とも積極的に参加し、
ロータリーの礎である『つながり』を築いていきたいと
思います。


